
経理情報●2021.9.10（No.1621）9

特集

特集

第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

適用済・決定会社は236社に

IFRS任意適用企業の
開示分析
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IFRSの任意適用について、2021年６月末までの適用済・適用決定会社は、昨年の同時期
に比べて13社増加し、236社となった。本特集では、このうち有価証券報告書または「上場申
請のための有価証券報告書（Ⅰの部）」を提出した225社の開示内容を、いくつかのテーマに分
けて詳細に分析する。
IFRS任意適用企業の増加傾向はピークを越えたともいわれるが、最近では各業種のリー

ディングカンパニーの適用が進んでいる。今後の適用に向けた検討や実務の一助としてご活
用いただければ幸いである。

この１年で23社が適用
新規任意適用企業の一覧と
初度適用時の開示パターン　　
約８割の企業が影響を開示
新型コロナウイルス感染症
に関する開示状況　　　　
リース、収益、金融商品、公正価値測定など
注記情報に関する開示状況
上位４項目は過半数の企業で選択
初度適用時の免除規定の
選択状況　　　　　　　
収益・当期利益・資本・総資産の増減要因は？
調整表に関する開示状況　　


